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教師のキャリアを描像する分析手法の現在と展望 
―教職キャリアの発達課題仮説の提案Ⅱ― 

○長谷守紘（名古屋大学大学院） 吉田満穂＃（就実大学） 

キーワード：教職キャリア，ライフライン法，TEM（複線径路・等至性モデル） 
 

問題と目的 

 教師のキャリアを描像する分析手法の開発に向けて，

現在の論点を整理し，今後の展望を述べる。 

方   法 

 教師のキャリアを描像する分析手法として必要な基

本的視座を整理する。その上で，古今2つのアプローチ

を取り上げ，教師のキャリアを描像する可能性を検討す

る。最後に，ライフライン法による教師のキャリアを描

き出す試みを提案する。 

結果と考察 

１．基本的視座 

(1)時間(time) 個人時間，社会時間，歴史時間という3
つの時間が束ねられており(山﨑,2012)，時間軸に沿って

出来事を捉えることによって，教師のライフコースを描

いたり，教師のライフステージを見出すことができる。 

(2)転機(turning point) 転機とは人生の方向を決定づけ

た質的な変動であり，ライフイベントを経験することは

個人にとって危機となる。危機は，人生の「転機」，ある

いは分かれ道となるようなイベントである(齋藤・本

田,2001)。「転機」をつなぎ合わせていくことで，教師の

キャリアを描像することが可能になる。 

２．2つのアプローチ 

ライフライン法と TEM(複線径路・等至性モデル)は，

ともに時間を捨象することなく，人生の転機を描像しよ

うとする質的研究法である。 

(1)ライフライン法 ライフライン法は，ライフコースに

おける転機について自覚を促すことで，自らの成長を視

覚的にわかるような手立ての必要性を示したブラマー

(1994)によって考案された。50 代成人男性 54 人を対象

とした下村(2009)，保育士 1 名を対象とした香曽我部

(2012)の研究があり，キャリアにおける発達の多様性の

理解，モデルの生成，危機の解明の可能性を示した。 

(2)TEM(複線径路・至等性モデル) TEMとは，個々人

がそれぞれ多様な経路をたどったとしても，等しく到達

するポイント(等至点：Equifinality Point;EFP)があるとい

う考え方を基本とし，人間の発達や人生経路の多様性・

複線性の時間的変容を捉える分析・思考の枠組みである

(荒川・安田・サトウ,2012)。初任保育士1名を対象とし

た上田(2014)や熟練期の保育士6名を対象にした香曽我

部・松延(2014)の研究では保育士の成長プロセスを描像

しており，教師のキャリア分析への適用も考えられる。 

３．教師のキャリアを描き出す試み 

 Figur1は，公立中学校教諭(30代男性)が描いたライフ

ラインである。横軸を「時間」，縦軸を「充実・幸福」と

してラインを描き，転機となった出来事を書き加えて作

成した。下部には，職場と家庭それぞれにおいて，転機

となった出来事に与えた影響を記載した。さらに，全体

をステージに区切り，上部に小見出しを付けた。別シー

トには，ステージごとに「危機」(転機のきっかけや悩み)

と「獲得資源」(支えや成長)を記入した。 

 
 

 

 ライフラインを描くことで，教師のキャリアにおける

転機を振り返り，各ステージにおける「危機」と「獲得

資源」を明確化することができた。また，出来事に与え

た影響を省察することで，個人時間だけでなく，社会時

間も視野に入れてキャリアを描くことが可能になった。

ライフライン法は自己分析ツールとして簡便に実施する

ことができ，教職キャリアの発達段階仮説を検討する手

段としても有効であると考えられる。 
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Figure1 公立中学校教諭が描いたライフライン 
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